
����������

北
海
道
札
幌
市
生
ま
れ
、
い
ち
き
串
木
野
市
で
育

つ
。
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
人
文
学
科
卒
業
、
同

大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
心
理
学
専
攻
課
程
修

了
。
九
州
保
健
福
祉
大
学
（
現
九
州
医
療
科
学
大

学
）
大
学
院
保
健
科
学
研
究
科
博
士
（
後
期
）
過

程
満
期
退
学
。
博
士
（
保
健
科
学
）。
医
療
法
人

猪
鹿
倉
会
パ
ー
ル
ラ
ン
ド
病
院
で
心
理
・
言
語
療

法
室
長
と
し
て
勤
務
後
、
2
0
0
0
年
か
ら
九
州

保
健
福
祉
大
学
で
講
師
。
同
大
学
教
授
を
経
て
、

12
年
に
志
學
館
大
学
と
同
大
学
院
の
教
授
に
就

任
。
19
年
に
大
学
院
心
理
臨
床
学
研
究
科
の
研
究

科
長
と
な
り
、
23
年
1
月
よ
り
現
職
。
専
門
は
神

経
心
理
学
・
生
涯
発
達
心
理
学
。
公
認
心
理
師
、

臨
床
心
理
士
、
言
語
聴
覚
士
の
資
格
を
持
つ
。

飯
干
　紀
代
子

IIB
O
SH

I K
IYO

KO

少
子
化
や
高
等
教
育
機
関
の

都
市
部
偏
在
な
ど
を
背
景
に
、

地
方
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
は

年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
地
方
の
私
立
大
学
は
難
し
い

か
じ
取
り
を
迫
ら
れ
、入
学
者
数
の

減
少
が
続
く
大
学
も
少
な
く
な
い
。

そ
う
し
た
中
、近
年
、入
学
者
数
を

大
き
く
伸
ば
す
志
學
館
大
学
が

注
目
を
集
め
て
い
る
。

さ
ら
に
同
大
学
で
は
初
の
理
系
学
部

開
設
に
も
挑
ん
で
い
る
。

向
か
い
風
を
も
の
と
も
せ
ず
、

成
長
を
目
指
す
原
動
力
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
。

同
大
学
の
飯
干
紀
代
子
学
長
に
、

こ
れ
ま
で
の
歩
み
と

大
学
づ
く
り
へ
の
思
い
を
聞
い
た
。

一
隅
を
照
ら
す

　

　
　
　志
學
館
大
学
の
挑
戦

PEOPLE in Kagoshima

鹿
児
島
を

動
か
す
人
々

鹿
児
島
市
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撃
が
走
る
中
、
飯
干
氏
は
こ
の
危
機
を
乗

り
越
え
る
こ
と
を
最
大
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

据
え
た
。
最
初
に
事
務
局
長
と
共
に
着
手

し
た
の
が
緊
急
対
策
会
議
の
設
置
だ
。
大

学
に
は
も
と
も
と
運
営
会
議
と
い
う
組
織

が
あ
り
、
そ
こ
で
重
要
事
項
の
協
議
や
方

針
決
定
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
十
数

人
規
模
の
組
織
で
は
迅
速
な
意
思
決
定
は

難
し
い
。
飯
干
氏
は
救
急
患
者
を
抱
え
る

医
療
現
場
で
と
ら
れ
る
ト
リ
ア
ー
ジ
に
即

し
て
危
機
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
。

「
瀕
死
の
患
者
さ
ん
を
前
に
し
た
と
き
は
、

ま
ず
命
を
救
う
こ
と
を
最
優
先
に
す
る
。

同
じ
よ
う
に
、
前
年
の
志
願
者
数
を
下
回

ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
最
優
先
に
、

ど
ん
な
対
策
を
打
つ
べ
き
か
検
討
す
る
場

が
必
要
だ
っ
た
。」

　
緊
急
対
策
会
議
は
、
で
き
る
限
り
少

人
数
に
絞
り
機
動
力
を
重
視
し
た
。
会

議
は
多
い
時
で
週
に
2
、
3
回
開
か
れ
、

3
時
間
を
超
え
る
こ
と
も
少
な
く
な

か
っ
た
。
議
論
に
熱
が
こ
も
る
あ
ま
り

ト
イ
レ
に
行
く
暇
も
な
い
ほ
ど
、
熱
心

に
議
論
を
重
ね
た
。
飯
干
氏
は
、
会
議

で
出
さ
れ
た
40
か
ら
50
の
施
策
を
カ
テ

ゴ
リ
ー
ご
と
に
整
理
し
、
一
つ
ず
つ

I
D
番
号
を
付
与
し
た
。
そ
う
し
て
、

実
行
で
き
て
即
効
力
が
あ
り
そ
う
な
も

の
か
ら
優
先
的
に
着
手
し
て
い
っ
た
。

　
志
願
者
獲
得
に
向
け
、
飯
干
氏
が
初
年

度
に
取
り
組
ん
だ
施
策
は
多
岐
に
わ
た

る
。
そ
の
中
で
も
特
に
力
を
入
れ
た
の
は
、

大
学
の
強
み
を
見
つ
め
直
し
、
積
極
的
に

発
信
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
長
年
、
教
育
の

現
場
に
携
わ
っ
て
い
た
飯
干
氏
は
、
同
大

学
の
教
育
の
質
に
は
絶
対
の
自
信
を
持
っ

て
い
た
。
実
際
に
、
21
年
度
の
日
本
高
等

教
育
評
価
機
構
の
認
定
評
価
で
は
「
適
合
」

と
認
定
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
障
害

の
あ
る
学
生
へ
の
支
援
や
資
格
取
得
の
サ

ポ
ー
ト
に
加
え
、
大
学
生
が
途
中
で
つ
ま

ず
か
な
い
た
め
の
手
厚
い
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。
1
年

生
か
ら
少
人
数
で
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
な

ど
大
学
で
学
ぶ
基
礎
を
身
に
付
け
る
ゼ
ミ

が
あ
り
、
学
期
の
初
め
に
欠
席
が
多
い
学

生
に
は
保
護
者
に
通
知
が
届
く
シ
ス
テ
ム

な
ど
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
環
境
づ
く

り
に
力
を
注
い
で
き
た
。
さ
ら
に
緊
急
対

策
会
議
で
生
ま
れ
た
施
策
の
一
つ
で
あ
る

ス
ポ
ー
ツ
健
康
心
理
（
現
ス
ポ
ー
ツ
健
康

科
学
）
コ
ー
ス
、
韓
国
・
中
国
言
語
文
化

コ
ー
ス
、
法
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
の
3
コ
ー
ス

（
法
ビ
ジ
ネ
ス
総
合
コ
ー
ス
、
ビ
ジ
ネ
ス

キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
コ
ー
ス
）
を
新
設
、
時
代
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
教
育
を
提
供
し
て
い
っ
た
。

　
こ
う
し
た
大
学
な
ら
で
は
の
魅
力
を

広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
内
容
も
見
直
し
た
。

保
護
者
説
明
会
で
の
学
長
挨
拶
は
、
従

来
の
形
式
的
な
も
の
か
ら
20
分
程
度
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
形
式
に
変
更
し
、

飯
干
氏
自
ら
教
育
方
針
や
特
徴
を
丁
寧

に
説
明
し
た
。
ま
た
23
年
度
か
ら
毎
年

開
催
し
て
い
る
「
お
と
な
の
教
養
講
座
」

で
は
、
心
理
学
、
法
学
、
文
学
の
講
座

を
地
域
住
民
に
も
開
放
し
た
。
さ
ら
に

産
学
官
連
携
に
よ
り
D
X
推
進
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
な
ど
、
大
学
が
持

つ
知
見
を
積
極
的
に
地
域
へ
還
元
し
、

「
地
域
の
知
の
拠
点
」
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
き
た
。

　
そ
の
結
果
、
就
任
翌
年
の
24
年
度
の
入

学
者
は
3
2
1
人
。
目
標
に
し
て
い
た
定

員
の
3
4
5
人
に
は
届
か
な
か
っ
た
も
の

の
、
前
年
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
た
。
何

と
か
底
を
脱
し
た
安
堵
感
は
あ
っ
た
も
の

の
あ
ら
ゆ
る
手
を
尽
く
し
た
上
で
の
結
果

な
だ
け
に
悔
し
さ
は
残
っ
た
。
し
か
し
、

積
み
上
げ
て
き
た
成
果
は
確
実
に
浸
透
し

て
い
た
。

　
逆
境
は
組
織
の
課
題
を
浮
き
彫
り
に
す

る
が
、時
に
リ
ー
ダ
ー
の
判
断
力
を
奪
う
。

し
か
し
、逆
境
へ
の
向
き
合
い
方
次
第
で
、

組
織
の
結
束
力
を
強
め
、
新
た
な
飛
躍
を

生
み
出
す
転
機
に
な
り
得
る
。
だ
か
ら
こ

そ
、
逆
境
に
立
た
さ
れ
た
時
に
リ
ー
ダ
ー

の
真
価
が
試
さ
れ
る
。

　
鹿
児
島
に
根
を
張
り
、
こ
れ
ま
で
多
く

の
優
秀
な
人
材
を
社
会
に
送
り
出
し
て
き

た
志
學
館
大
学
も
３
年
前
の
２
０
２
３
年

度
に
大
き
な
危
機
に
直
面
し
て
い
た
。
定

員
3
5
0
人
に
対
し
入
学
者
は
3
0
9

人
。
同
大
学
の
定
員
割
れ
は
12
年
に
霧
島

市
か
ら
鹿
児
島
市
へ
移
転
し
て
以
来
、
初

め
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
状
況
に
ひ
と

際
危
機
感
を
募
ら
せ
た
の
が
、
23
年
1
月

に
同
大
学
の
学
長
に
就
任
し
た
飯
干
紀
代

子
氏
で
あ
る
。

　
一
度
定
員
割
れ
し
た
大
学
が
持
ち
直
す

の
は
非
常
に
難
し
く
、
中
に
は
10
年
以
上

の
時
間
を
費
や
す
と
い
う
統
計
も
あ
る
。

そ
こ
か
ら
同
大
学
は
V
字
を
超
え
て
さ
ら

に
上
方
に
跳
ね
上
が
る
『
レ
点
回
復
』
を

果
た
し
、
今
年
度
は
過
去
最
高
の
入
学
者

数
（
4
3
3
人
）
を
更
新
し
た
。
な
ぜ
わ

ず
か
数
年
で
学
生
が
行
き
た
い
大
学
に
変

貌
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
そ
の

理
由
を
た
ど
る
と
研
究
者
で
あ
り
、
教
育

者
で
も
あ
る
飯
干
氏
の
生
き
方
が
凝
縮
さ

れ
て
い
た
。

　
学
長
交
代
は
通
常
、
年
度
が
変
わ
る
4

月
に
行
わ
れ
る
。
し
か
し
、
飯
干
氏
の
学

長
就
任
は
1
月
で
、
打
診
が
あ
っ
た
の
も

就
任
の
わ
ず
か
1
カ
月
前
だ
っ
た
。
予
想

も
し
な
か
っ
た
事
態
に
困
惑
し
、
当
初
飯

干
氏
は
固
辞
し
た
。
大
学
院
の
研
究
科
長

と
し
て
管
理
職
を
務
め
て
は
い
た
も
の
の

研
究
者
と
し
て
そ
の
道
を
追
求
す
る
つ
も

り
で
い
た
か
ら
だ
。
一
方
、
前
学
長
が
健

康
上
の
理
由
で
続
投
が
難
し
く
、
大
学
側

も
学
長
不
在
の
ま
ま
受
験
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
学
園
は
こ
れ

ま
で
の
管
理
職
経
験
や
現
場
へ
の
理
解
な

ど
を
踏
ま
え
る
と
飯
干
氏
こ
そ
適
任
と
説

得
を
重
ね
た
。
学
園
の
説
明
を
聞
く
う
ち

に
状
況
は
理
解
で
き
た
が
、
研
究
者
と
し

て
の
道
を
あ
き
ら
め
る
こ
と
に
は
葛
藤
が

あ
っ
た
。
そ
こ
で
一
つ
だ
け
条
件
を
つ
け

た
。
そ
れ
は
、
研
究
と
講
義
は
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
そ
の
思
い
は
今
も

変
わ
ら
ず
就
任
か
ら
３
年
経
っ
た
現
在
も

研
究
を
継
続
し
、
教
壇
に
立
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
学
長
就
任
か
ら
わ
ず
か
2

カ
月
後
の
3
月
に
大
き
な
試
練
が
待
ち
受

け
て
い
た
。
新
入
生
が
定
員
を
大
幅
に
下

回
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
だ
。
学
内
に
衝

に
シ
ビ
ア
に
判
断
し
て
い
く
中
で
、
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
力
が
育
ま
れ
た
。
こ
う
し

た
経
験
は
、
後
に
大
学
を
再
建
す
る
過

程
で
大
き
な
糧
に
な
っ
た
。

　
例
え
ば
、
緊
急
対
策
会
議
で
多
く
の
施

策
を
整
理
し
、
優
先
順
位
を
付
け
な
が
ら

実
行
す
る
手
法
は
、
研
究
者
と
し
て
仮
説

と
検
証
を
積
み
重
ね
て
き
た
経
験
が
生
き

て
い
る
。
ま
た
、
臨
床
心
理
士
と
し
て
身

に
付
け
た
「
心
理
的
安
全
性
」
の
考
え
方

は
、
自
由
に
意
見
を
出
し
合
え
る
会
議
運

営
に
役
立
っ
た
。
さ
ら
に
本
質
を
見
極
め

て
行
動
す
る
姿
勢
の
原
点
に
は
、
病
院
時

代
に
徹
底
し
て
叩
き
込
ま
れ
た
「
患
者
さ

ん
中
心
」
の
考
え
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ

そ
、
高
等
教
育
の
本
質
を
見
失
う
こ
と
な

く
、
学
生
を
主
体
に
据
え
た
質
の
高
い
教

育
を
軸
に
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
そ
ん
な
飯
干
氏
が
進
め
る
取
り
組
み
の

背
中
を
押
し
て
く
れ
た
の
が
、
志
學
館
大

学
の
創
設
者
満
田
ユ
イ
の
存
在
だ
。
同
大

学
の
前
身
は
、
1
9
0
7
年
に
創
設
し
た

鹿
児
島
女
子
手
芸
伝
習
所
で
あ
る
。

「
ま
だ
男
尊
女
卑
が
色
濃
か
っ
た
明
治
時

代
に
、
創
設
者
は
女
性
で
あ
り
な
が
ら
信

念
を
貫
い
て
学
校
を
開
い
た
。
そ
の
苦
労

は
、
今
の
私
の
比
で
は
な
い
。」

　
約
1
2
0
年
前
の
創
設
者
が
残
し
た
志

が
時
代
を
超
え
て
飯
干
氏
を
支
え
て
い

た
。
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
知
識
・

経
験
と
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
精
神
。
そ

の
す
べ
て
が
逆
境
を
乗
り
越
え
る
力
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
時
期
の
苦
境
を
脱
し
た
志
學
館
大

学
だ
が
、
さ
ら
な
る
飛
躍
に
向
け
た
挑

戦
は
続
い
て
い
る
。
そ
れ
が
新
学
部
の

開
設
だ
。
現
在
、
同
校
は
人
間
関
係
学

部
（
心
理
臨
床
学
科
、
人
間
文
化
学
科
）、

法
学
部
（
法
律
学
科
、法
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
）

の
2
学
部
4
学
科
と
大
学
院
心
理
臨
床

学
研
究
科
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
新
た

に
開
設
を
目
指
す
デ
ジ
タ
ル
総
合
学
部

は
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
や
情
報
シ

ス
テ
ム
を
学
ぶ
同
校
初
の
理
系
学
部
と

な
る
予
定
だ
。
25
年
8
月
に
文
部
科
学

省
の
大
学
・
高
専
機
能
強
化
支
援
事
業

に
採
択
さ
れ
、
28
年
の
開
設
を
目
標
に

準
備
が
進
む
。
認
可
の
ハ
ー
ド
ル
は
年
々

高
ま
っ
て
お
り
、
教
員
確
保
や
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
整
備
な
ど
や
る
べ
き
こ
と
は
山
積

み
だ
。

　
そ
れ
で
も
飯
干
氏
の
思
い
は
揺
る
が

な
い
。
同
大
学
の
建
学
の
精
神
は
「
時

代
に
即
応
し
た
堅
実
に
し
て
有
為
な
人

間
の
育
成
」
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も

I
o
T
や
A
I
を
活
用
し
て
経
済
発
展

と
社
会
課
題
の
解
決
を
目
指
す

「
S
o
c
i
e
t
y
（
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
）

5
・
0
」
の
考
え
方
を
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
取
り
入
れ
て
き
た
。
新
学
部
構
想

も
ま
た
、
創
設
者
か
ら
受
け
継
い
だ
精

神
を
現
代
に
引
き
継
ぐ
取
り
組
み
の
一

つ
だ
。
特
に
、
新
学
部
は
理
系
を
志
す

女
子
学
生
に
と
っ
て
、
大
き
な
受
け
皿

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
他
に
も
今
年
度
か
ら
法
学
部
に
「
法

律
専
門
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
立
ち
上
げ
、
24
人
の

学
生
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
。

鹿
児
島
県
弁
護
士
会
と
は
3

月
に
包
括
連
携
協
定
を
締
結

し
た
ほ
か
、
鹿
児
島
地
方
裁

判
所
長
や
検
察
庁
検
事
正
が

6
月
に
講
義
に
来
校
予
定

だ
。
官
学
が
協
力
し
て
志
と

能
力
の
あ
る
若
者
を
育
て
る

試
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　
飯
干
氏
の
信
条
は
「
一
隅

を
照
ら
す
、
こ
れ
則
ち
国
宝

な
り
」
と
い
う
天
台
宗
の
開

祖
、
最
澄
の
教
え
に
由
来
す

る
言
葉
だ
。
た
と
え
注
目
さ

れ
な
く
て
も
、
目
の
前
の
仕

事
を
一
つ
一
つ
誠
実
に
こ
な

し
、
自
分
の
立
場
で
最
善
を

尽
く
す
人
が
尊
い
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

飯
干
氏
の
一
つ
一
つ
の
挑
戦
の
積
み
重
ね

が
、
大
学
の
定
員
割
れ
と
い
う
逆
境
を
乗

り
越
え
、
地
方
大
学
の
新
た
な
可
能
性
を

示
し
た
。
そ
し
て
今
、
そ
の
灯
は
一
つ
の

大
学
の
枠
を
越
え
、
地
域
社
会
へ
と
広
が

ろ
う
と
し
て
い
る
。

（
福
留
一
郎
、イ
ー
ス
ト
朝
日 

稲
毛
健
人
）

　
飯
干
氏
は
、
就
任
直
後
か
ら
離
島
に
足

を
運
び
、
高
等
教
育
の
啓
発
活
動
を
続
け

て
き
た
。
離
島
で
は
大
学
そ
の
も
の
に
触

れ
る
機
会
が
少
な
い
か
ら
だ
。23
年
に
は
、

教
員
に
よ
る
出
張
講
座
や
教
育
に
関
す
る

情
報
交
換
を
盛
り
込
ん
だ
包
括
連
携
協
定

を
、
大
島
高
校
（
奄
美
市
）
な
ど
5
校
と

締
結
し
、
双
方
向
の
活
動
を
毎
年
実
施
し

て
い
る
。

　
こ
う
し
た
活
動
の
背
景
に
あ
る
の
が
、

鹿
児
島
県
の
4
年
制
大
学
進
学
率
の
低
さ

だ
。
鹿
児
島
県
は
全
国
平
均
を
大
き
く
下

回
り
、
女
子
に
い
た
っ
て
は
全
国
最
下
位

に
な
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
大
学
進
学

だ
け
が
す
べ
て
で
は
な
い
と
し
つ
つ
、

「
変
化
の
激
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
身

に
付
け
た
知
識
や
経
験
、
人
と
の
つ
な
が

り
が
財
産
に
な
る
。
大
学
の
4
年
間
で
自

身
の
拠
り
所
を
築
く
こ
と
で
、
将
来
の
可

能
性
を
広
げ
る
だ
け
で
な
く
自
分
を
守
る

力
が
養
わ
れ
る
」

と
語
る
。
高
等
教
育
の
意
義
を
伝
え
、
同

大
学
へ
の
入
学
志
願
者
が
増
え
る
こ
と

で
、
県
内
進
学
率
が
向
上
す
る
。

　
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
志
學
館
大
学
は

就
職
率
98
㌫
を
誇
り
、
そ
の
う
ち
約
7
割

が
県
内
就
職
者
だ
。
同
大
学
に
と
っ
て
、

入
学
者
を
増
や
す
こ
と
は
県
内
の
人
材
流

出
の
抑
制
に
も
つ
な
が
る
。

　
地
域
と
連
携
し
た
取
り
組
み
の
成
果

は
数
字
に
表
れ
た
。
学
長
就
任
3
年
目

の
25
年
度
の
入
学
者
数
は
4
2
1
人
と

定
員
を
大
き
く
上
回
り
、
前
年
度
か
ら

1
0
1
人
増
加
。
実
に
鹿
児
島
県
全
体

の
大
学
進
学
率
を
0
・
7
㌽
押
し
上
げ

る
結
果
と
な
っ
た
。

　
飯
干
氏
に
学
長
が
変
わ
り
、
な
ぜ
短
期

間
で
入
学
者
数
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
た

の
か
。
そ
の
要
因
を
一
つ
に
絞
る
こ
と
は

難
し
い
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て

き
た
知
識
・
経
験
と
先
人
へ
の
思
い
が
、

学
長
と
し
て
の
判
断
や
行
動
に
生
か
さ
れ

て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。

　
飯
干
氏
の
キ
ャ
リ
ア
は
、
高
齢
者
専
門

病
院
の
心
理
・
言
語
療
法
室
長
と
し
て
始

ま
っ
た
。
当
時
は
県
内
初
の
高
齢
者
専
門

病
院
で
、現
場
は
手
探
り
の
連
続
だ
っ
た
。

飯
干
氏
も
医
師
や
看
護
師
と
連
携
し
な
が

ら
最
前
線
で
認
知
症
に
り
患
し
て
い
る
高

齢
者
ら
と
向
き
合
っ
た
。
院
長
が
臨
床
研

究
に
力
を
入
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
若

手
医
師
と
の
勉
強
会
や
研
修
に
も
参
加

し
、
学
会
発
表
や
論
文
づ
く
り
に
も
取
り

組
ん
だ
。
そ
の
研
究
姿
勢
が
評
価
さ
れ
、

宮
崎
県
の
九
州
保
健
福
祉
大
学
か
ら
講
師

と
し
て
声
が
か
か
り
、
大
学
教
員
と
し
て

の
道
が
開
け
た
。

　
志
學
館
大
学
と
は
人
の
縁
が
結
び
付

け
た
。
大
学
院
時
代
の
恩
師
が
同
大
学

で
教
授
を
務
め
て
お
り
、
定
年
退
職
に

伴
う
後
任
と
し
て
声
が
か
か
っ
た
。
家

事
・
育
児
・
仕
事
・
研
究
を
こ
な
し
て

い
く
た
め
に
何
を
最
優
先
に
す
る
か
常

数
年
で
定
員
割
れ
か
ら

過
去
最
高
へ

突
然
の
学
長
就
任
と

直
面
し
た
最
大
の
危
機

学
校
の
強
み
を
積
極
発
信

手
応
え
つ
か
む

令和7年度志學館大学卒業式での学長の式辞。「志學館大学の仲間や教職員との対話で培ったその力を、
これからの人生で存分に発揮してください」と述べられた

志學館大学を表す「S字」を、なでしこで囲った同大学の学章

PEOPLE in Kagoshima

鹿児島を動かす人々

「趣味はスポーツジムでのダンス、筋トレ、ヨガ。
保存食作りと散歩、美術館巡りも好き。一番感動したのは、
オランダのマウリッツハイス美術館」と語る飯干学長07 06



撃
が
走
る
中
、
飯
干
氏
は
こ
の
危
機
を
乗

り
越
え
る
こ
と
を
最
大
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

据
え
た
。
最
初
に
事
務
局
長
と
共
に
着
手

し
た
の
が
緊
急
対
策
会
議
の
設
置
だ
。
大

学
に
は
も
と
も
と
運
営
会
議
と
い
う
組
織

が
あ
り
、
そ
こ
で
重
要
事
項
の
協
議
や
方

針
決
定
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
十
数

人
規
模
の
組
織
で
は
迅
速
な
意
思
決
定
は

難
し
い
。
飯
干
氏
は
救
急
患
者
を
抱
え
る

医
療
現
場
で
と
ら
れ
る
ト
リ
ア
ー
ジ
に
即

し
て
危
機
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
。

「
瀕
死
の
患
者
さ
ん
を
前
に
し
た
と
き
は
、

ま
ず
命
を
救
う
こ
と
を
最
優
先
に
す
る
。

同
じ
よ
う
に
、
前
年
の
志
願
者
数
を
下
回

ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
最
優
先
に
、

ど
ん
な
対
策
を
打
つ
べ
き
か
検
討
す
る
場

が
必
要
だ
っ
た
。」

　
緊
急
対
策
会
議
は
、
で
き
る
限
り
少

人
数
に
絞
り
機
動
力
を
重
視
し
た
。
会

議
は
多
い
時
で
週
に
2
、
3
回
開
か
れ
、

3
時
間
を
超
え
る
こ
と
も
少
な
く
な

か
っ
た
。
議
論
に
熱
が
こ
も
る
あ
ま
り

ト
イ
レ
に
行
く
暇
も
な
い
ほ
ど
、
熱
心

に
議
論
を
重
ね
た
。
飯
干
氏
は
、
会
議

で
出
さ
れ
た
40
か
ら
50
の
施
策
を
カ
テ

ゴ
リ
ー
ご
と
に
整
理
し
、
一
つ
ず
つ

I
D
番
号
を
付
与
し
た
。
そ
う
し
て
、

実
行
で
き
て
即
効
力
が
あ
り
そ
う
な
も

の
か
ら
優
先
的
に
着
手
し
て
い
っ
た
。

　
志
願
者
獲
得
に
向
け
、
飯
干
氏
が
初
年

度
に
取
り
組
ん
だ
施
策
は
多
岐
に
わ
た

る
。
そ
の
中
で
も
特
に
力
を
入
れ
た
の
は
、

大
学
の
強
み
を
見
つ
め
直
し
、
積
極
的
に

発
信
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
長
年
、
教
育
の

現
場
に
携
わ
っ
て
い
た
飯
干
氏
は
、
同
大

学
の
教
育
の
質
に
は
絶
対
の
自
信
を
持
っ

て
い
た
。
実
際
に
、
21
年
度
の
日
本
高
等

教
育
評
価
機
構
の
認
定
評
価
で
は
「
適
合
」

と
認
定
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
障
害

の
あ
る
学
生
へ
の
支
援
や
資
格
取
得
の
サ

ポ
ー
ト
に
加
え
、
大
学
生
が
途
中
で
つ
ま

ず
か
な
い
た
め
の
手
厚
い
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。
1
年

生
か
ら
少
人
数
で
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
な

ど
大
学
で
学
ぶ
基
礎
を
身
に
付
け
る
ゼ
ミ

が
あ
り
、
学
期
の
初
め
に
欠
席
が
多
い
学

生
に
は
保
護
者
に
通
知
が
届
く
シ
ス
テ
ム

な
ど
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
環
境
づ
く

り
に
力
を
注
い
で
き
た
。
さ
ら
に
緊
急
対

策
会
議
で
生
ま
れ
た
施
策
の
一
つ
で
あ
る

ス
ポ
ー
ツ
健
康
心
理
（
現
ス
ポ
ー
ツ
健
康

科
学
）
コ
ー
ス
、
韓
国
・
中
国
言
語
文
化

コ
ー
ス
、
法
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
の
3
コ
ー
ス

（
法
ビ
ジ
ネ
ス
総
合
コ
ー
ス
、
ビ
ジ
ネ
ス

キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
コ
ー
ス
）
を
新
設
、
時
代
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
教
育
を
提
供
し
て
い
っ
た
。

　
こ
う
し
た
大
学
な
ら
で
は
の
魅
力
を

広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
内
容
も
見
直
し
た
。

保
護
者
説
明
会
で
の
学
長
挨
拶
は
、
従

来
の
形
式
的
な
も
の
か
ら
20
分
程
度
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
形
式
に
変
更
し
、

飯
干
氏
自
ら
教
育
方
針
や
特
徴
を
丁
寧

に
説
明
し
た
。
ま
た
23
年
度
か
ら
毎
年

開
催
し
て
い
る
「
お
と
な
の
教
養
講
座
」

で
は
、
心
理
学
、
法
学
、
文
学
の
講
座

を
地
域
住
民
に
も
開
放
し
た
。
さ
ら
に

産
学
官
連
携
に
よ
り
D
X
推
進
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
な
ど
、
大
学
が
持

つ
知
見
を
積
極
的
に
地
域
へ
還
元
し
、

「
地
域
の
知
の
拠
点
」
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
き
た
。

　
そ
の
結
果
、
就
任
翌
年
の
24
年
度
の
入

学
者
は
3
2
1
人
。
目
標
に
し
て
い
た
定

員
の
3
4
5
人
に
は
届
か
な
か
っ
た
も
の

の
、
前
年
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
た
。
何

と
か
底
を
脱
し
た
安
堵
感
は
あ
っ
た
も
の

の
あ
ら
ゆ
る
手
を
尽
く
し
た
上
で
の
結
果

な
だ
け
に
悔
し
さ
は
残
っ
た
。
し
か
し
、

積
み
上
げ
て
き
た
成
果
は
確
実
に
浸
透
し

て
い
た
。

　
逆
境
は
組
織
の
課
題
を
浮
き
彫
り
に
す

る
が
、時
に
リ
ー
ダ
ー
の
判
断
力
を
奪
う
。

し
か
し
、逆
境
へ
の
向
き
合
い
方
次
第
で
、

組
織
の
結
束
力
を
強
め
、
新
た
な
飛
躍
を

生
み
出
す
転
機
に
な
り
得
る
。
だ
か
ら
こ

そ
、
逆
境
に
立
た
さ
れ
た
時
に
リ
ー
ダ
ー

の
真
価
が
試
さ
れ
る
。

　
鹿
児
島
に
根
を
張
り
、
こ
れ
ま
で
多
く

の
優
秀
な
人
材
を
社
会
に
送
り
出
し
て
き

た
志
學
館
大
学
も
３
年
前
の
２
０
２
３
年

度
に
大
き
な
危
機
に
直
面
し
て
い
た
。
定

員
3
5
0
人
に
対
し
入
学
者
は
3
0
9

人
。
同
大
学
の
定
員
割
れ
は
12
年
に
霧
島

市
か
ら
鹿
児
島
市
へ
移
転
し
て
以
来
、
初

め
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
状
況
に
ひ
と

際
危
機
感
を
募
ら
せ
た
の
が
、
23
年
1
月

に
同
大
学
の
学
長
に
就
任
し
た
飯
干
紀
代

子
氏
で
あ
る
。

　
一
度
定
員
割
れ
し
た
大
学
が
持
ち
直
す

の
は
非
常
に
難
し
く
、
中
に
は
10
年
以
上

の
時
間
を
費
や
す
と
い
う
統
計
も
あ
る
。

そ
こ
か
ら
同
大
学
は
V
字
を
超
え
て
さ
ら

に
上
方
に
跳
ね
上
が
る
『
レ
点
回
復
』
を

果
た
し
、
今
年
度
は
過
去
最
高
の
入
学
者

数
（
4
3
3
人
）
を
更
新
し
た
。
な
ぜ
わ

ず
か
数
年
で
学
生
が
行
き
た
い
大
学
に
変

貌
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
そ
の

理
由
を
た
ど
る
と
研
究
者
で
あ
り
、
教
育

者
で
も
あ
る
飯
干
氏
の
生
き
方
が
凝
縮
さ

れ
て
い
た
。

　
学
長
交
代
は
通
常
、
年
度
が
変
わ
る
4

月
に
行
わ
れ
る
。
し
か
し
、
飯
干
氏
の
学

長
就
任
は
1
月
で
、
打
診
が
あ
っ
た
の
も

就
任
の
わ
ず
か
1
カ
月
前
だ
っ
た
。
予
想

も
し
な
か
っ
た
事
態
に
困
惑
し
、
当
初
飯

干
氏
は
固
辞
し
た
。
大
学
院
の
研
究
科
長

と
し
て
管
理
職
を
務
め
て
は
い
た
も
の
の

研
究
者
と
し
て
そ
の
道
を
追
求
す
る
つ
も

り
で
い
た
か
ら
だ
。
一
方
、
前
学
長
が
健

康
上
の
理
由
で
続
投
が
難
し
く
、
大
学
側

も
学
長
不
在
の
ま
ま
受
験
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
学
園
は
こ
れ

ま
で
の
管
理
職
経
験
や
現
場
へ
の
理
解
な

ど
を
踏
ま
え
る
と
飯
干
氏
こ
そ
適
任
と
説

得
を
重
ね
た
。
学
園
の
説
明
を
聞
く
う
ち

に
状
況
は
理
解
で
き
た
が
、
研
究
者
と
し

て
の
道
を
あ
き
ら
め
る
こ
と
に
は
葛
藤
が

あ
っ
た
。
そ
こ
で
一
つ
だ
け
条
件
を
つ
け

た
。
そ
れ
は
、
研
究
と
講
義
は
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
そ
の
思
い
は
今
も

変
わ
ら
ず
就
任
か
ら
３
年
経
っ
た
現
在
も

研
究
を
継
続
し
、
教
壇
に
立
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
学
長
就
任
か
ら
わ
ず
か
2

カ
月
後
の
3
月
に
大
き
な
試
練
が
待
ち
受

け
て
い
た
。
新
入
生
が
定
員
を
大
幅
に
下

回
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
だ
。
学
内
に
衝

に
シ
ビ
ア
に
判
断
し
て
い
く
中
で
、
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
力
が
育
ま
れ
た
。
こ
う
し

た
経
験
は
、
後
に
大
学
を
再
建
す
る
過

程
で
大
き
な
糧
に
な
っ
た
。

　
例
え
ば
、
緊
急
対
策
会
議
で
多
く
の
施

策
を
整
理
し
、
優
先
順
位
を
付
け
な
が
ら

実
行
す
る
手
法
は
、
研
究
者
と
し
て
仮
説

と
検
証
を
積
み
重
ね
て
き
た
経
験
が
生
き

て
い
る
。
ま
た
、
臨
床
心
理
士
と
し
て
身

に
付
け
た
「
心
理
的
安
全
性
」
の
考
え
方

は
、
自
由
に
意
見
を
出
し
合
え
る
会
議
運

営
に
役
立
っ
た
。
さ
ら
に
本
質
を
見
極
め

て
行
動
す
る
姿
勢
の
原
点
に
は
、
病
院
時

代
に
徹
底
し
て
叩
き
込
ま
れ
た
「
患
者
さ

ん
中
心
」
の
考
え
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ

そ
、
高
等
教
育
の
本
質
を
見
失
う
こ
と
な

く
、
学
生
を
主
体
に
据
え
た
質
の
高
い
教

育
を
軸
に
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
そ
ん
な
飯
干
氏
が
進
め
る
取
り
組
み
の

背
中
を
押
し
て
く
れ
た
の
が
、
志
學
館
大

学
の
創
設
者
満
田
ユ
イ
の
存
在
だ
。
同
大

学
の
前
身
は
、
1
9
0
7
年
に
創
設
し
た

鹿
児
島
女
子
手
芸
伝
習
所
で
あ
る
。

「
ま
だ
男
尊
女
卑
が
色
濃
か
っ
た
明
治
時

代
に
、
創
設
者
は
女
性
で
あ
り
な
が
ら
信

念
を
貫
い
て
学
校
を
開
い
た
。
そ
の
苦
労

は
、
今
の
私
の
比
で
は
な
い
。」

　
約
1
2
0
年
前
の
創
設
者
が
残
し
た
志

が
時
代
を
超
え
て
飯
干
氏
を
支
え
て
い

た
。
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
知
識
・

経
験
と
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
精
神
。
そ

の
す
べ
て
が
逆
境
を
乗
り
越
え
る
力
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
時
期
の
苦
境
を
脱
し
た
志
學
館
大

学
だ
が
、
さ
ら
な
る
飛
躍
に
向
け
た
挑

戦
は
続
い
て
い
る
。
そ
れ
が
新
学
部
の

開
設
だ
。
現
在
、
同
校
は
人
間
関
係
学

部
（
心
理
臨
床
学
科
、
人
間
文
化
学
科
）、

法
学
部
（
法
律
学
科
、法
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
）

の
2
学
部
4
学
科
と
大
学
院
心
理
臨
床

学
研
究
科
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
新
た

に
開
設
を
目
指
す
デ
ジ
タ
ル
総
合
学
部

は
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
や
情
報
シ

ス
テ
ム
を
学
ぶ
同
校
初
の
理
系
学
部
と

な
る
予
定
だ
。
25
年
8
月
に
文
部
科
学

省
の
大
学
・
高
専
機
能
強
化
支
援
事
業

に
採
択
さ
れ
、
28
年
の
開
設
を
目
標
に

準
備
が
進
む
。
認
可
の
ハ
ー
ド
ル
は
年
々

高
ま
っ
て
お
り
、
教
員
確
保
や
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
整
備
な
ど
や
る
べ
き
こ
と
は
山
積

み
だ
。

　
そ
れ
で
も
飯
干
氏
の
思
い
は
揺
る
が

な
い
。
同
大
学
の
建
学
の
精
神
は
「
時

代
に
即
応
し
た
堅
実
に
し
て
有
為
な
人

間
の
育
成
」
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も

I
o
T
や
A
I
を
活
用
し
て
経
済
発
展

と
社
会
課
題
の
解
決
を
目
指
す

「
S
o
c
i
e
t
y
（
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
）

5
・
0
」
の
考
え
方
を
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
取
り
入
れ
て
き
た
。
新
学
部
構
想

も
ま
た
、
創
設
者
か
ら
受
け
継
い
だ
精

神
を
現
代
に
引
き
継
ぐ
取
り
組
み
の
一

つ
だ
。
特
に
、
新
学
部
は
理
系
を
志
す

女
子
学
生
に
と
っ
て
、
大
き
な
受
け
皿

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
他
に
も
今
年
度
か
ら
法
学
部
に
「
法

律
専
門
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
立
ち
上
げ
、
24
人
の

学
生
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
。

鹿
児
島
県
弁
護
士
会
と
は
3

月
に
包
括
連
携
協
定
を
締
結

し
た
ほ
か
、
鹿
児
島
地
方
裁

判
所
長
や
検
察
庁
検
事
正
が

6
月
に
講
義
に
来
校
予
定

だ
。
官
学
が
協
力
し
て
志
と

能
力
の
あ
る
若
者
を
育
て
る

試
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　
飯
干
氏
の
信
条
は
「
一
隅

を
照
ら
す
、
こ
れ
則
ち
国
宝

な
り
」
と
い
う
天
台
宗
の
開

祖
、
最
澄
の
教
え
に
由
来
す

る
言
葉
だ
。
た
と
え
注
目
さ

れ
な
く
て
も
、
目
の
前
の
仕

事
を
一
つ
一
つ
誠
実
に
こ
な

し
、
自
分
の
立
場
で
最
善
を

尽
く
す
人
が
尊
い
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

飯
干
氏
の
一
つ
一
つ
の
挑
戦
の
積
み
重
ね

が
、
大
学
の
定
員
割
れ
と
い
う
逆
境
を
乗

り
越
え
、
地
方
大
学
の
新
た
な
可
能
性
を

示
し
た
。
そ
し
て
今
、
そ
の
灯
は
一
つ
の

大
学
の
枠
を
越
え
、
地
域
社
会
へ
と
広
が

ろ
う
と
し
て
い
る
。

（
福
留
一
郎
、イ
ー
ス
ト
朝
日 
稲
毛
健
人
）

　
飯
干
氏
は
、
就
任
直
後
か
ら
離
島
に
足

を
運
び
、
高
等
教
育
の
啓
発
活
動
を
続
け

て
き
た
。
離
島
で
は
大
学
そ
の
も
の
に
触

れ
る
機
会
が
少
な
い
か
ら
だ
。23
年
に
は
、

教
員
に
よ
る
出
張
講
座
や
教
育
に
関
す
る

情
報
交
換
を
盛
り
込
ん
だ
包
括
連
携
協
定

を
、
大
島
高
校
（
奄
美
市
）
な
ど
5
校
と

締
結
し
、
双
方
向
の
活
動
を
毎
年
実
施
し

て
い
る
。

　
こ
う
し
た
活
動
の
背
景
に
あ
る
の
が
、

鹿
児
島
県
の
4
年
制
大
学
進
学
率
の
低
さ

だ
。
鹿
児
島
県
は
全
国
平
均
を
大
き
く
下

回
り
、
女
子
に
い
た
っ
て
は
全
国
最
下
位

に
な
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
大
学
進
学

だ
け
が
す
べ
て
で
は
な
い
と
し
つ
つ
、

「
変
化
の
激
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
身

に
付
け
た
知
識
や
経
験
、
人
と
の
つ
な
が

り
が
財
産
に
な
る
。
大
学
の
4
年
間
で
自

身
の
拠
り
所
を
築
く
こ
と
で
、
将
来
の
可

能
性
を
広
げ
る
だ
け
で
な
く
自
分
を
守
る

力
が
養
わ
れ
る
」

と
語
る
。
高
等
教
育
の
意
義
を
伝
え
、
同

大
学
へ
の
入
学
志
願
者
が
増
え
る
こ
と

で
、
県
内
進
学
率
が
向
上
す
る
。

　
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
志
學
館
大
学
は

就
職
率
98
㌫
を
誇
り
、
そ
の
う
ち
約
7
割

が
県
内
就
職
者
だ
。
同
大
学
に
と
っ
て
、

入
学
者
を
増
や
す
こ
と
は
県
内
の
人
材
流

出
の
抑
制
に
も
つ
な
が
る
。

　
地
域
と
連
携
し
た
取
り
組
み
の
成
果

は
数
字
に
表
れ
た
。
学
長
就
任
3
年
目

の
25
年
度
の
入
学
者
数
は
4
2
1
人
と

定
員
を
大
き
く
上
回
り
、
前
年
度
か
ら

1
0
1
人
増
加
。
実
に
鹿
児
島
県
全
体

の
大
学
進
学
率
を
0
・
7
㌽
押
し
上
げ

る
結
果
と
な
っ
た
。

　
飯
干
氏
に
学
長
が
変
わ
り
、
な
ぜ
短
期

間
で
入
学
者
数
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
た

の
か
。
そ
の
要
因
を
一
つ
に
絞
る
こ
と
は

難
し
い
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て

き
た
知
識
・
経
験
と
先
人
へ
の
思
い
が
、

学
長
と
し
て
の
判
断
や
行
動
に
生
か
さ
れ

て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。

　
飯
干
氏
の
キ
ャ
リ
ア
は
、
高
齢
者
専
門

病
院
の
心
理
・
言
語
療
法
室
長
と
し
て
始

ま
っ
た
。
当
時
は
県
内
初
の
高
齢
者
専
門

病
院
で
、現
場
は
手
探
り
の
連
続
だ
っ
た
。

飯
干
氏
も
医
師
や
看
護
師
と
連
携
し
な
が

ら
最
前
線
で
認
知
症
に
り
患
し
て
い
る
高

齢
者
ら
と
向
き
合
っ
た
。
院
長
が
臨
床
研

究
に
力
を
入
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
若

手
医
師
と
の
勉
強
会
や
研
修
に
も
参
加

し
、
学
会
発
表
や
論
文
づ
く
り
に
も
取
り

組
ん
だ
。
そ
の
研
究
姿
勢
が
評
価
さ
れ
、

宮
崎
県
の
九
州
保
健
福
祉
大
学
か
ら
講
師

と
し
て
声
が
か
か
り
、
大
学
教
員
と
し
て

の
道
が
開
け
た
。

　
志
學
館
大
学
と
は
人
の
縁
が
結
び
付

け
た
。
大
学
院
時
代
の
恩
師
が
同
大
学

で
教
授
を
務
め
て
お
り
、
定
年
退
職
に

伴
う
後
任
と
し
て
声
が
か
か
っ
た
。
家

事
・
育
児
・
仕
事
・
研
究
を
こ
な
し
て

い
く
た
め
に
何
を
最
優
先
に
す
る
か
常

大
き
な
飛
躍
に
つ
な
が
っ
た

地
域
と
の
連
携

専
門
知
と
先
人
へ
の
思
い

逆
境
乗
り
越
え
る
原
動
力
に

建
学
の
精
神
を
引
き
継
ぎ

新
学
部
の
開
設
に
挑
む

人生100年時代をよりよく生きるための学びの場を提供する狙いで開催する「おとなの教養講座」
2023年（写真左）、24年（同中央）、25年（同右）と毎年開催し、幅広い年代の方に大学の知見を開放している

高校と大学の交流を深めるため大島高校と包括連携協定を締結した

地域社会に貢献する高度な人材育成を目指し、鹿児島県弁護士会と包括連携協定を締結した
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鹿児島を動かす人々
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